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パワートレインコントロールモジュールの制御プログラムが不適切なため、オートクルーズ作動時にモジュールの通信

配線に障害が生じた場合、オートクルーズが解除不能となることがある。そのため、意図せずに車両が加速するおそれ

がある。 
 
 

改善の内容 

全車両、パワートレインコントロールモジュールの制御プログラムを対策プログラムに書き換える。 

 
識別 ：パワートレインコントロールモジュール外表面（側部）に黄色ペイントを塗布する。 

 

備考 

本届出は、平成３０年７月２０日付けの届出番号「外－２６６９」にてリコール届出を実施しているが、対象範囲の

拡大が必要であったことが判明したため、対象範囲を拡大してリコールを実施するものである。 

 

パワートレインコントロールモジュール 

 

エンジンルーム 

：対策する部位を示す 
基準不適合発生箇所 


